
第71回日本透析医学会学術集会・総会
企業共催シンポジウム５ （KS-05）

この研究から透析医療の明日が生まれます。

DOPPSシンポジウム
日 時

会 場 第５会場 (神戸ポートピアホテル南館 B１階 「トパーズ」)

２０２６年６月２０日（土） ８：００～１０：００

星野 純一 先生東京女子医科大学 内科学講座腎臓内科学分野

東海大学医学部 内科学系腎内分泌代謝内科学 駒場 大峰 先生

名古屋市立大学大学院 医学研究科 腎臓内科学分野 濱野 高行 先生

九州大学大学院医学研究院 病態機能内科学 腎臓研究室 中野 敏昭 先生

新潟大学大学院医歯保健学研究科 腎研究センター 腎・膠原病内科学分野 山本 卓 先生

Alkaline phosphatase and parathyroid hormone levels: International variation and associations with clinical outcomes in the DOPPS
血液透析患者のアルカリホスファターゼおよびPTH値と臨床アウトカム：DOPPSによる国際比較

名古屋大学大学院 医学系研究科 病態内科学講座腎臓内科 加藤 佐和子 先生

Association between magnesium, erythropoietin resistance and mortality:the Japanese dialysis outcomes and
practice patterns study (J-DOPPS)

日本人維持血液透析患者を対象とした大規模コホートの解析からみる低マグネシウム血症と
エリスロポエチン抵抗性および死亡率

奈良県立医科大学 腎臓内科学 鶴屋 和彦 先生

第71回日本透析医学会学術集会・総会 / 公益財団法人日本腎臓財団 /

協和キリン株式会社 / キッセイ薬品工業株式会社 / アステラス製薬株式会社 /

鳥居薬品株式会社 / 旭化成メディカル株式会社

共 催

Evolving DOPPS: Real-World Data Evidence generation 
and Global Benchmarking in Nephrology

Arbor Research Collaborative for Health

Associations of vitamin D receptor activators and calcimimetics with falls and effect modifications by physical activity
:A prospective cohort study on the Japan Dialysis Outcomes and Practice Patterns Study

血液透析患者における活性型ビタミンDおよびカルシウム受容体作動薬と転倒の関連
：J-DOPPSに基づいた前向きコホート研究

近畿大学 腎臓内科 村島 美穂 先生

Opening Remarks

Outline of DOPPS

司 会

Closing Remarks

Dr.Roberto Pecoits-Filho

Active Vitamin D Use and Fractures in Hemodialysis Patients: Results from the International DOPPS
血液透析患者における活性型ビタミンD製剤の使用と骨折：国際DOPPS研究

東海大学医学部 内科学系腎内分泌代謝内科学 駒場 大峰 先生
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